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【再計算処理について】 
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Internet Time Recorderのユーザ操作に伴う再計算処理については、 
サーバー負荷を減らす目的で、2重計算を行わないようにスケジューリングされています。 
 
■労働条件変更時の再計算 
 
 勤務データ ⇒ 当月度は、即時再計算。労働条件適用期間の過去分は夜間バッチ 
 日次集計  ⇒ 当月度は、即時再計算。労働条件適用期間の過去分は夜間バッチ 
 月次集計  ⇒ 計算しない。（夜間バッチ、又は一括確定時に反映） 
  ※ただし、一括確定されているデータについては再計算対象外 
  
■勤務実績変更時（日次処理画面での実績変更） 
 
 勤務データ ⇒ 即時 
 日次集計  ⇒ 即時 
 月次集計  ⇒  対象外（夜間バッチ、又は一括確定時に反映） 
 
■企業管理者メニューの一括確定時の再計算 
  
 勤務データ ⇒ 対象外（勤務実績変更時に反映されているため） 
 日次集計  ⇒ 対象外（勤務実績変更時に反映されているため） 
 月次集計  ⇒ 選択月次をその時点での日次集計値を基に即時計算 
 
■通常の定期夜間バッチ（0：00以降） 
 
 勤務データ ⇒ 前日分（前日に退勤処理があった実績） 
 日次集計  ⇒ 前日分（前日に退勤処理があった実績） 
 月次集計  ⇒ 当月度分＋前月度分（月度を超えて 6日まで） 
 
従って、労働条件を変更した場合は、夜間バッチによって日次集計が変更された後に 
一括確定を実施しないと月次に変更が反映されない場合があります。 
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